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(57)【要約】

〔目的〕歪の期待値（平均歪）をも記録した樹木状辞書

を用いて１フレ－ム内の各サンプルまたはベクトルに適

応的に情報割り当てを行うことにより、１フレ－ムに与

えられた情報量のもとで歪の総和を小さくする。

〔構成〕符号器１１において入力端子１２を通じて入力

された直列デ－タのｎ個が入力バツフア１３に順次柄納

されて並列デ－タｘ↓１，ｘ↓２に変換される。辞書対

応レジスト群１４は樹木状辞書が記憶されたメモリ１５

と接続され、位置レジスタ１↓１，１↓２……１↓ｎの

各内容により重心レジスタ２↓１，２↓２……２↓ｎ、

平均歪σ↑２が歪レジスタ３↓１，３↓２……３↓ｎに

格納される。復号器２３側では辞書対応レジスタ２５の

内容に応じて最大値選択器２５及びデ－タ指定レジスタ

２７により次の位置レジスタの選択が行われ、１フレ－

ムのｎ個のデ－タごとに符号器１１で符号化され、復号

器２３で復号されるので、符号誤りの影響は次のフレ－

ムに及ばない。

【特許請求の範囲】

【請求項１】（１）一つのサンプルまたはベクトル値に

対する樹木状探索型量子化器において、その領域分割に

対応する節点に出力代表点だけでなく、その節点に対応

する領域に属したときの平均歪を辞書として持ち、予め

決められた複数のサンプルまたはベクトル値をまとめて

所定の量子化情報量として量子化し、その量子化の際の

各値に対する量子化情報の割り当て順序を、それまで符

号化された各値の符号の平均歪を上記辞書から求め、そ

の平均歪の大きい値のものから逐次一意に決定すること

を特徴とする樹木状量子化法。
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